
















































































































































等学校での就業体験は、2004 年度の 59.7% か





































































































































調査時期：2013 年 7 月〜 10 月


















分かる どちらとも 分からない 無回答
































































は　い 80（30.9％） 42（16.2％） 137（52.9％） 259（100.0％）







普 通 科 194（89.8％） 22（10.2％） 216（100.0％）
総 合 学 科 18（85.7％） 3（14.3％） 21（100.0％）









































普 通 科 68（33.7％） 31（15.3％） 103（51.0％） 202（100.0％）
総 合 学 科 6（28.6％） 3（14.3％） 12（57.1％） 21（100.0％）








学んだ 56（40.0％） 20（14.3％） 64（45.7％） 140（100.0％）








学んだ 24（57.1％） 5（11.9％） 13（31.0％） 42（100.0％）


















約 6 割が自らの職業適性を短大 2 年生の段階で
見極めているのに対して、選択しなかった者の
約 6 割が短大 2 年生の段階になっても自身の職
業適性が見極められていないことがわかった。
　3 点目は、高校の出身学科別の就業体験に参
加した割合を集計したところ、普通科をはじめ
全国平均よりも高い割合を示していた。また、
短大 2 年生の段階で自分に合った仕事を見極め
られているかどうかの指標として、高校の出身
学科との関係性は低いことがわかった。
　今回の調査を通して、短期大学 2 年生の自ら
の職業適性を判断する要因、言い換えれば、幼
稚園教諭や保育士として現場で働くための自信
や仕事に向かう「軸」や「価値観」が形成に向
けて高校段階の就業体験で何を獲得したかが重
要であるといえる。憧れの仕事への知識を獲得
し、また職場への適性を見極めることができれ
ば、その後も、高等教育機関における座学や実
習、採用試験といった困難を乗り越えることが
できる。一方で、高校の就業体験で参加した際
に就きたい仕事の知識を得ることができず、ま
た、自分がこの職場で働いていけるかどうかの
見極めをできないまま、進路決定をしてしまう
と、就職を目前に控えた時期に差し迫っても、
自身の職業適性を見極めることができない状況
から脱することができないケースが散見され
る。
　仕事に対する「軸」や「価値観」が形成され
ない段階で就業した場合、仕事へのやりがいを
見出すことができず、早期離職につながる恐れ
がある。高等教育、特に大学教育の学費の高騰
が問題となる中で、経済的な基盤が弱い者の場
合、一度選択してしまった進路を容易に変更し
たり、卒業後に再度異なる学校に通い直すこと
は難しい。したがって、高校段階のキャリア教
育において、特に就業体験については、事前指
導で生徒が職種を選択する段階、また、事後指
導を経て自らのキャリアプランへの作成の段階
など、各段階における適切指導助言を行い、生
徒本人の意思を尊重することを前提に、これま
で育成してきた職業観や勤労観など多角的に検
討したうえで就業体験を実施することが望まれ
る。
　今後の課題として、今回の調査では学生の
キャリア意識に焦点化したが、就業体験の具体
的な内容を把握できておらず、より効果的な就
業体験プログラムの開発を視野にいれると、ど
のような職務内容、職場の雰囲気、職員や保護
者などとの交流を経て、自らの職業適性を判断
したのかを明らかにする必要があると考える。
そのため、本アンケート結果をもとにインタ
ビュー調査を実施し、さらに分析を進め、高校
学校段階における特別活動の時間を活用した就
業体験プログラムのモデル化を進めて行く予定
である。
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